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台湾の日本統治時代における一般社会教育体系
一郷土文化の発展との関連を中心に－
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郷土教育は19世紀末に興り始め，第一次世界大戦と第二次世界大戦の間に興っていた世界的な教
育改革の風潮の中に流行していた一つの教授法である（1）。その理論は欧米諸国で生じたが，当時の日
本を含むアジア諸国に大きな影響をもたらした。1920年代中盤，日本社会は世界的経済大恐慌の衝
撃を受けて経済状況が悪化する一方で，その情勢に乗じてマルクス主義や社会主義が台頭し，社会に
急速に浸透していった。それに対し，人心の安定や社会秩序の回復を図ろうと日本政府は郷土教育を
導入し，学校教育と社会教育の二つのルートを通し，様々な改革を推進した。
一方，1919（大正8）年から同化時期に入った台湾では，「内地延長主義」によって日本の一植民
地として，または国土の一部として看倣されることになり，内地からの郷土教育風潮の影響を受けて
いた。1920年代中盤以降，社会主義や「民族自決」思想の流行によって台湾では董漕農民組合の結
成や董漕文化協食の左右分裂，黒色青年聯盟の解散と無政府主義者の逮捕，董漕民衆薫や董漕共産薫
の設立，『董漕民報』・『董漕新民報』の発行，霧社事件，董漕地方自治聯盟の設立などが次々と発
生，社会主義運動や反植民運動隆盛の様相を呈していた。こうした「思想悪化」という状況に対し，
董漕総督府は社会教育政策の一環として青年団体組織を台湾に導入し，「思想善導」を図ろうとした
のである。また，青年団体のような組織化したものと対照的に，博物館や展覧会，ラジオなどの消極
的ポジションにいる一般的な社会教育体系（以下，一般社会教育体系）も存在しており，郷土教育・
郷土研究を積極的に取り入れようとする董漕総督府や地方政府は，歌謡の放送や史料の編纂，郷土文
物の展示などを励行していた（2）。
そこで，郷土研究に励む植民政府当局は，それの推進によって何をもたらそうとしたのだろうか。
郷土教育は，定義によれば地方文化教育・農村教育・愛国教育と分けられる（3）が，こうした一般社
会教育体系ではどのような形で推進されていただろうか。また，一般社会教育体系は台湾の郷土文化
に対してどのような影響をもたらしたのだろうか。本稿は郷土誌と史料の編修，歴史的遺物の保存，
通俗教育ツールとしての映画と歌謡，郷土文物の展示と四つの面から一般社会教育体系と郷土文化の
発展との関連や郷土教育の内容の変容について究明していく。
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1．郷土誌と史料の編修
日本内地の地方誌に相当する台湾の郷土誌（または方誌，方志）の編修事業について，1926～
1937（昭和元～12）年において台湾各地で編修風潮が興り，その多くは街庄誌（4）であった。その時
期は1920（大正9）年に発布された「地方制度改正」の施行後と台湾郷土教育風潮の勃興期に当たる
ため，それらの影響であったと考えられる。各方誌の序言には，編修の目的とは郷民に郷土の現状と
郷土文化の発展への理解，郷土愛の養成，今後理想郷の建設の土台になることを図るなどの主旨の文
言が多く見られた。例えば『董中市誌』の緒言の「郷土文化の現状を以て将来の大壷中市を建設す
る」（5），板橋街長が『板橋街誌』の序言に書いた「板橋街民諸子がより良い生活及び板橋街の沓達を
求めるには，街の全貌を知らなければ成らない。街即ち郷土である…＜中略＞…我々は本街の様々な
奨達と現状に封する影響，また将来の計婁立ちを検討すべきである。故，この『板橋街誌』を編纂し，
理想的楽土を建設する参考になるよう郷土愛に満ちた諸子に贈る」（6）などが挙げられる。
日本統治時代において編修された方誌は，1894～1942（明治27～昭和17）年まで合計243部以上
あったが，前述した1926～1937年（昭和元～12）年にかけての編修風潮年間においては151部出版
され（7），全体の約62・14％を占めており，全体の出版量と比較すれば相当高かったと分かる。この時
期に編修・出版された方誌の書名にはト要覧」やト一覧」，ト一班」，ト案内」，ト概要」，ト
概況」，ト大観」，ト誌」，ト史」，ト郷土誌」などの題の前に地名を蕨めるものが多く，『董中州
要覧』や『鴛歌郷土誌』，『虎尾庄治概要』などが挙げられる。方誌の編修事業は地方行政体系によっ
て行われ，州・郡・市政府や街・庄の役所が編修任務を担っていた。州・郡・市政府ではほぼ専門的
編修委員会に編修任務を担当してもらうが，財政が厳しい街・庄の役所では殆ど地方の学者に編修任
務を担当してもらっていた。
史料の編纂・保存について，董漕総督府によって1932（昭和7）年に「董漕史料編纂事業」が完成
した。台湾における官・公・私の登載・未登載著作や台湾に関する外国著作，政府の保存したファイ
ルや記録などの資料を収集するこの大型調査計画は，第一任文官総督である田健治郎（任期1919～
1923年）によって1922（大正11年）に率先に提唱された（8）のである。その後一時計画が頓挫したが，
川村竹治総督（任期1928年～1929年）時代に「董漕総督府史料編纂舎」が1929（昭和4）年に設立
された。会長は総務長官（9）の河原田稼吉，庶務部長は文教局長の石黒英彦，編纂部長は墓北帝園大
学の村上直次郎教授が担うことになり，編纂委員は董北帝国大学助教授の久保得二と神田喜一郎，董
北高校教授の波多野活太郎，専門家の尾崎秀真，猪口安喜，塵見平之助などが参加した。1932（昭和
7）年までに，史料稿本は本編27冊に24冊が追加され，全51冊という巨著になった。「董漕史料稿本」
の収録年代は1895～1919（明治28～大正8）年までとし，使用された史料は日清戦争史や陸軍幕僚
歴史草案，墓漕総督府公文類纂，事務成績提要，平喜紀念録，治匪誌，新聞雑誌類などであった（10）。
また，郷土教育の発展と共に愛郷観念が普及され，坊間では民衆の郷土愛を喚起する書籍も出版さ
れるようになった。1926～1935（昭和元～10）年という郷土教育勃興期の10年間において，国民精
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神を振興せんと新聞や雑誌に郷土のために犠牲・奉仕する感動的物語が数多く掲載されていた（11）。
『墓漕善行美渾』という本は，各新聞紙に掲載された感動的事蹟を収録し，祖国愛・郷土愛・隣人愛
の発揚を提唱していた。各々の事蹟の主役は女学校の学生や高砂族青年，高齢者，教師，警官，兵士
など一般民衆を取り上げたものが多く，その内容は主に社会奉仕や貧困な隣人の救助，誠実な納税行
為，村落の自治，献金，随習の打破，社会教化，神社崇敬，内憂融和の促進などという「郷土愛」の
典範になるものであった。
2．歴史的遺物の研究・保存
上述した文書類史料の編纂事業と対照的に，史蹟類という台湾の歴史的遺物の保護・保存事業も殖
民政府当局によって郷土教育の発展期に推進されていた。1930（昭和5）年，董湾総督府総督の石塚
英蔵によって府令第35墟「史蹟名所天然記念物保存法施行規則」が頒布・施行され，台湾の史蹟名
所天然物はこれで国有財産と‾して看倣されること，になった。また，史蹟名所天然物は国家的∴地方的
と2種類に分かれ，地方公共団体がこれを管理することになった。台湾総督には古跡指定権を持って
いる他，州知事や磨長（台東廟と花蓬港應）にもその指定権が与えられた。地方公共団体の歳入を増
やすため，管理の責務を任した史蹟名所天然記念物の参観費を課すことができることになった（12）。
墓北帝国大学の教授たちによって結成された「史蹟名所天然記念物調査合」は，1933（昭和8）年11
月から1935（昭和10）年12月をかけて総督の指定した史蹟について調査し，その成果として「史蹟
調査報告」が2巻出版された。その内容には北白川親王の遺跡や囲山貝塚，董北城門，墾丁寮の石器
時代遺跡，太巴墾社番屋などを取り上げ，その種別や発見年月，名前，所在地，地籍，所有者，現状，
伝説などの事項が含まれた（13）。
こうした郷土研究の風潮は民間にも波及し，史料展覧会や史実講演会が多く開かれ，董漕総督府の
史料編纂事業と官民呼応するようになった。例えば1930（昭和5）年10月26日はオランダ人が董南
地域に進出300年目という節目となったため，台湾社会の変遷痕跡を追いながら進歩する現状と今後
の発展への理解を図ろうと「董漕文化300年紀念曾」（14）が行われた。その会期は10日間であり，董
北帝囲大挙教授の村上直次郎や墓漕総督府技師の栗山俊一，董漕総督府固書館館長の山中樵，史蹟名
所天然記念物調査合委員の連雅堂，董漕史料編纂委員などが参加し，3回にわたる盛大な講演会を開
いた。その講演稿本を集め『重曹文化史説』と『績董漕文化史説』が出版された。これによって台湾
の民衆が董南川平安の史蹟に留まらず，台湾本島の歴史事情をもより一層理解することができたため，
社会教育だけでなく，啓発教育の意義も含まれていた。こうした民間で開催された展覧会や講演会は
メディア界から後押しされ，その会期の前後に関連記事が新聞や雑誌に数多く掲載され，例えば董滞
日冒新報に載せられた「忘れられた董漕」や「鄭氏三代記事」，「赤扶築城史話」，「赤扶榎建築研究」
などの記事が挙げられ（15），社会教育の機能を果たしていた。
台湾北部では董漕愛書合によって1934（昭和9）年9月23日から3日間に董滞日日新報社講堂で
「董漕文献展観」（16）という展覧会が開催された。董湾総督府園書館と墓北帝園大挙囲書館の蔵書のう
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ち，和文・漢文・洋文合計420部の図書が展示されていた。その後，董北帝国大学は台湾郷土史研究
を重視するようになり，より多くの郷土史料を収集するため，1936（昭和11）年に「墓湾史料調査
室」を設置した（17）。同時期に，文政学部の南方文化研究室は董北帝国大挙画書館と人文科学関係研
究室に所蔵されている台湾相関文書で，その中の人文科学部分を使って『董潜文献目録』を編修し，
台湾研究に対して良き基盤を作り上げた（18）。しかし，董漕史料調査室は1937年に勃発した日中戦争
と経費不足のため事業を継続できなくなった。
墓漕総督府と董北帝国大挙の他に，台湾に対する研究・調査をする各学会や協会は，昭和初期の
12年間にわたって成長・発展しており，直接的・間接的に社会教化に協力していた。1932（昭和7）
年の時点では33団体しか設立されていなかったが，1935（昭和10）年になって董漕語通信研究曾な
どと14個の学会が増え，合計47個の研究団体となった（19）のである。多くの学会は郷土教育風潮の
影響を受けていたと見られ，1929（昭和4）年に墓中州彰化高等女学校教諭の杉冒妙光が中部地方の
教育家と一緒に成立した「董中地理学舎」はその一例である。発起人の杉日妙光は－1927（昭和2）年
から実地調査を始め，1934（昭和9）年に『墓中州郷土地誌』を完成し（20），重中州の小中学校教師が
郷土地理を教授するときの参考書となった。その他，「董漕郷土地理研究合」が同年『最新董漕地誌』
を刊行し，1942（昭和17）年に『新制重湾地理概説』を出版し，師範学校の地理教科書となったの
である。
3．通俗教育としての映画と歌謡
1900（明治33）年に映画（活動宕真）は通俗教育の一環として台湾に入ってきた（21）が，1923（大
正12）年の関東大震災を契機に，日本映画の制作が急速に増えていき，台湾でも大型の映画専門館
の新世界館や芳乃館が建てられた。また日活（日本活動焉真株式曾社，1912年創立）や天活（天然
色活動寓真株式合社，1914年創立）の作品も上映され始め，日本映画の配給体制が整っていった。
映画は台湾民衆に娯楽を与える一方，社会教育としての機能も果たしていた。例えば董漕線督府文教
局の巡回活動寓真班が1922（大正11）年に董北州原衛生課に委託されて制作した『チフス珠防』な
どの衛生教育に関する映画が挙げられる。それは予防注射や食物衛生管理の重要性などを宣伝するた
めの映画で，台湾全島で長期にわたって活用されていた。
郷土教育が風潮となりつつあった1920年代中盤から，董漕総督府各部署から郷土教育に関する映
画も制作され始めた。例えば警務局理蕃課が制作した『新竹州大渓郡前田蕃および董中州能高郡下着
人家長曾』，『董中州各郡および董北州羅東郡の頭目合議』，『董北州，董中州の蕃人の墓地建設』，『董
中州東勢，能高南都および高雄州屏東郡の蕃人の断髪』，『墓中州能高郡の蕃人の夜学』，『新竹州猥猥
蕃頭目合議』，『新竹州大潮郡北勢蕃囲語練習舎』などの高砂族の文化的行事に関する映画（22），殖産
局特産課が制作したバナナ・茶葉・パイナップル・砂糖の郷土名産に関する映画，董漕警察協合が制
作した『新高山』，『タイヤル族の一日』と銭道都運輸課が制作した『阿里山の櫻』，『淡水線沿線』，
『霞海城陛廟の祭』，『南国縦貫』，『董漕山脈を行く』郷土の地理や文化的行事に関する映画，などが
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挙げられる。
映画の郷土教育風潮と時同じく，1920年代中後期からは歌謡面にも郷土意識からの影響が見られ，
郷土文化の発展に繋がることになった。例えば1929年（昭和4年）5月5日午後7時に墓北馨撃専門
学校の講堂で開かれた「董湾の歌公開演奏禽」があり，その演奏会に挙げられた曲には『董漕行進曲』，
『水牛』，『常夏の島』，『祭典』，『董湾の歌』，『山地の歌』などの二重奏や三重奏の曲，三弦で演奏さ
れた『蓬莱小唄』と『島の歌』，童謡風の『南の島』などが含まれていた。当時の新聞紙によると，
「郷土賞賛情緒を持つ市民が殺到　開演前1時間に広大な講堂を埋め尽くす」，「島を愛するものは
歌へ！高らかに」，「幾千の賠衆調子を揃へて　麓はしき郷土情緒に酔ふ」などの言葉で演奏会の様子
を形容し，「郷土蛮術を尊ぶ盛曾」（23）と評した。その他，1932（昭和7）年4月初頭，日本全国に台
湾の郷土芸術を示すため，董暦日日新報によって台湾の人情風俗や歴史古跡などという台湾的特色に
満ちる新民謡歌詞の公開応募が開始された（24）。歌詞作成に当たっては国語（日本語）を使用するの
みという制限にも関わらず，この公募に対して4月10日までに応募してきた作品は計369曲（25）とな
り，国語教育の普及率の高さと民衆からの反響の大きさが伺える。
また，当時のラジオ番組には日本語による番組の他，台湾の郷土芸術に関する番組も多く放送され
ていた。1932年（昭和7年），董北ラジオ放送局と大阪中央ラジオ局との間に「内董連線放送」とい
う協定が結ばれ，4月9日に試験放送が行われた。試験放送で放送された番組は台湾音楽や講演など
であり，例えば金堂の揚琴で独奏する南管『南詞天官』という音楽や，墓北大稲埋北管曲師の演出
する『三国志の孟獲七縦七輪』という音楽劇などがあった（26）。台南川地域では黄福がメインキャス
ターの「董漕講古（台湾昔話）」コーナーが開かれ（27），主に三国志に纏わる逸話を劇的に演出するも
のであった。また，同年6月17日に台湾始政37周年記念として東京の朝日ホールで「董麿の夜」と
いうイベントが開催された。墓漕教育合によって選出された新台湾民謡，例えば『島の歌』，『基隆小
唄』，『董北小唄』，『南の島』，『阿里山短歌』などの曲が披露され（28），台湾の郷土芸術と日本との交
流模様が図られた。
1920年代中盤～1930年代中盤は郷土教育の勃興期であり，董漕総督府や地方政府の「官」による
文化的行事もあれば，「民」による啓発教育の意味を含んだ文化的行事も行われていた。1921（大正
10）年10月に東京に留学している台湾籍留学生を中心に設立され，台湾文化の向上や反植民運動を
標模した董漕文化協合がその代表である。董漕文化協合の活動は，主に台湾全島の巡回講演会と「美
墓園」による社会教育映画の巡回上映が挙げられる。
台湾の美化と民度の向上を目指すため，「美重囲」と名付けられた董漕文化協合活動宕真斑は，
1926（大正15）年4月から董南川から董中州，董北川へと巡回・活動していた。その映画上映会は各
地の民衆に大いに歓迎されていたため，半年後の9月に上映班がもう一斑増やされ，主に南部の小さ
な町や農村を回っていた。僻村まで上映活動を行っていた美重囲は，民衆の人気が非常に高く，上映
会は殆ど満員であった。地方部では映画が珍しかったことも一因と考えられるが，弁士による政府批
判を兼ねた解説，また毎回上映を始める前に必ず合唱する美墓園の団歌もその人気に拍車をかける要
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ホロ
素であったと考えられる。その団歌の歌詞（福住語（29）発音）は以下のようである。
Al：美憂国　愛董漕　愛伊風好日也好　愛伊百姓品格高
（美墓園　台湾を愛し　台湾の気候が良いのが好き　台湾民衆の品格が高いのが好き）
B：長青島　美麗村　海開山又昂　大家請認真　生活著美浦
（豊穣なる島　麗しい村　その海は広く山は高く　皆さん真面目にやれば　生活も充実するよ）
A2：美墓園　愛墓漕　愛伊水稲壁冬割　愛伊百姓指酎央活
（美墓園　台湾を愛し　水稲を冬でも二回収穫できる　民衆が楽しく生活できることを望む）
A3：美墓園　愛董漕　愛伊花木透年間　愛伊百姓過年美
（美墓園　台湾を愛し　花が一年中咲くのが好き　民衆が年々美しくなることを望む）（30）
この団歌に込められ郷∃二（ここでは台湾全体を指す）を愛する意味は，‾台湾民謡風のメ自デイーと
共に台湾の人々に自然に受け入れられ，啓発運動だけでなく，郷土教育の機能も果たしていた。その
後，重漕文化協合の内紛によって僅か2年余りで活動を終息した美墓園であったが，郷土教育勃興期
における台湾の郷土意識に対し，映画や歌謡を通して大きな貢献であったと考えられる。
4．郷土文物の展示に関して
1919（大正8）年10月から同化政策方針が確立し，「台湾人を教化して忠良たる日本人として養成
する」ことは教育全般の方針（31）となったため，国民精神の養成を国民生活指導原則とされていた。
台湾には近代的意味としての国民教育資料が乏しく，また風俗習慣や文化伝承が日本内地と異なるた
め，植民政府当局に国民精神の養成に障害がある（32）と捉えられた。そこで公学校では同化原則に基
づいた「教育費際化」という教授法を用いて台湾籍の子どもに日本国民精神を自然的に養成してい
く（33）方法を採った。教育責際化というのは，話方や修身，算術などの科目の地方化・生活化を目標
とした教育改革（34）であり，その実施方式は郷土調査，郷土読本の編纂，各学科教材の郷土化などで
ある。社会教育面においても，教育賓際化方針の下に郷土文物の収集・展示も行われていた。
董中州を例として挙げると，1936（昭和11）年に郷土教育の一環である「教育更新五箇年計重」
が終了した後，墓中州は郷土教育を継続させるため，郷土資料の収集・展示という責務を重中州立教
育博物館に渡した。この教育博物館は董中市大正町行啓記念館の2階に付設され，1926（大正15）年
6月に開館し，各種の機械や標本を収集・陳列し，学校の教授として利用できるだけでなく，一般民
衆の参観にも開放していた（35）。教育博物館は1936（昭和11）年から郷土史料の収集を始め，民衆の
地方史蹟に対する理解を高めるため，史料展覧会を行っていた。また，子どもに対しては郷土教育方
法の一つである実地調査を奨励するため，児童採集作品展覧会を主催していた（36）。その他の博物
館・展示館は，1899（明治32）年に董北城内南門街で建設された「董漕総督府民政部商品陳列館」（37）
や1915（大正4）年に第4任墓漕総督である児玉源太郎とその民政長官である後藤新平の治績を記念
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するために董北市新公園で建設された「重湾総督府民政部殖産局附属博物館」などが挙げられる。
博物館という常設型施設の他に，期間限定の展覧会やイベントも頻繁に行われ，その多くは物産や
産業に関する展覧会である。例えば1898（明治31）年に開催された「日本物産展覧曾」は，僅か5
日間で6664人の参観者を集めた記録を残した（38）。また，1908（明治41）年に台湾西部縦貫鉄道の全
線開通を祝うため，「汽車博覧合」が開かれた。この博覧会の展示方式は珍しく，汽車の車両内が展
示空間となり，基隆，董北，桃園，新竹，首栗，董中，彰化，斗六，嘉義，新営，董南，橋頭，高雄，
鳳山と北から南まで14個の駅に各駅停車し，参観者が各駅から汽車に乗って展覧会に参観するとい
う「移動式」展覧会である。この汽車博覧合はこの展示方式でより参観者に臨場感を与えることがで
きる他，台湾の北部と南部が鉄道で繋がったため，地方経済の活性化だけでなく，郷土教育面におい
ても大きな意義をもたらした。その他の大規模な展覧会，例えば1911（明治44）年の「南部物産共
進曾」，1916（大正5）年の「墓漕勧業共進曾」，1926（大正15）年の「中部墓漕共進合」と「新竹州
産業共進合」などト共進合」と冠－したもの－は，台湾の様々な産業の発展の紹介を重んじた。また，
「痺痛の地」（39）から脱却すべく，衛生教育に関する展覧会は1910年代から頻繁に行われていた。大
規模な衛生展覧会として1921（大正10）年8月から9月にかけて董北市内で開かれた「董漕衛生展覧
含」が挙げられ，その開催期間は40日間で，参加人数は64000人にも達した（40）。
日本が台湾を領有・統治してから，毎年の6月17日の「始政記念日」に慶視活動が行われ，10年
毎に大規模な博覧会が開催されていた。1905（明治38）年の始政10周年は日露戦争の影響で開催で
きなかったが，その後の1915（大正4）年の始政20周年や1925（大正14）年の姶政30周年，1935
（昭和10）年の姶政40周年は博覧会が開催されていた。その中に黄も注目しなければならないのは，
1935（昭和10）年10月に行われた「始政40周年記念董漕博覧合」であり，日本の台湾統治以来最大
規模の文化的宣伝イベントである。この博覧会の開催期間は50日で，参観者は300万人にも達し，
台湾民衆の三分の一が参加し，満州国や中華民国，ドイツ，アメリカ，イギリス（香港を含む）など
の外賓計819人も参加した（41）0その主旨は台湾が日本に統治されてからのインフラ建設や地方施政，
郷土文化の進歩を誇示するものである（42）。
董北公舎堂一帯の第一会場は13000坪を占めており，産業館や林業館，糖業館，梶山館，興業館な
どインフラ建設に関する展示館がメインで，董北新公園一帯の第二会場は24000坪を占めており，文
化施設館や音楽堂，演斐館，映室館，董漕茶特設館など文化芸術に関する展示館がメインとなってい
る。董漕博覧合の会場の多くは董北市内に集中しているが，博覧会の賑やかな雰囲気を台湾全島を覆
おうと，また各地方の産業・観光を図ろうと董漕繚督府は各州願に分館を設立した。当時は離島のi彰
湖磨以外，全島各州麿で地方分館が設置され，基隆水族館，板橋郷土館，新竹案内所，董中山岳館，
嘉義特設館，高山博物館，重商歴史館，高雄観光館，董東郷土館，花蓮港郷土館と10館であり，各
地の郷土の特色を中心に展覧されていた。
基隆水族館は鬼籍海浜に設置され，オオウミガメやサンショウウオなどという台湾稀有品種の他，
熱帯魚を中心とした魚類200種余りが展示され，その展示期間に88114人の参観者が来館した。台湾
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最大の水族館となった基隆水族館はこの展覧会が終了した後，そのまま現地の社会教育常設機構とな
った。板橋郷土館は板橋一帯を武力対抗時代から文治時代に入らせたと謳われる林本源の旧宅に設置
され，林本源の相関資料や古代美術品，海山郡の名産，伝統的技芸紹介，平地先住民族である平輔族
の器物・紡織品，古文書などの北台湾の文化史料が展示され，その展示期間に来館した観客数は13
万人にも達した（43）。新竹案内所は新竹州商工奨励館に設置され，州の名所や特産，現況の紹介など
を主に展示した。また参観者には観光日程表を提供し，新竹神社や城陛廟，柑橘園，角板山，出横坑，
獅頭山など新竹州の名所を網羅している。
重中山岳館は董中市行啓記念館に設置され，州内3000メートル以上の山岳32座や日月澤，明治温
泉を主に展示し，新高山登山イベントや日月渾水化社原住民による餅つきショーも行われていた。嘉
義では第一会場の嘉義特設館と第二会場の高山博物館が設けられ，嘉義特設館は嘉義市児童遊園地に
設置され，嘉義地域の観光資料が展示され，高山博物館は海抜2200メートルの阿里山林場に設置さ
れ，‾数百種類の植物・鳥・昆虫・鉱物の標本や気象図表，林業相関資料，原住民の生活器具などが展
示されている（44）。
重商歴史館は南台湾のみならず仝台湾の史料が展示され，商品陳列館・安平史料館・大南門展示館
と3つの会場に分けられた。商品陳列館では高砂族文物と鄭成功時代・清国時代・日本時代の史料が
展示され，安平史料館ではオランダ時代の地図や器物，金銭，古文書などの特殊史料が展示され，大
南門展示館では主に古石文が展示され，その展示物は全部で3384件あり，参観者人数は13万人弱に
も達した。高雄観光館は西子湾海水浴場の附近に設置され，蕃山や西子湾の風景と新たに落成した海
水浴場を宣伝の重点とし，館内では州の主要物産を展示している。
董東郷土館は石器時代の台湾先住民族の考古遺物と董東應内の主な住民である高砂族のアミ族・パ
イワン族・ブヌン族・タオ族の文物が主に展示されたため，濃厚な郷土文化色彩を帯びている。その
付属館として蕃族参考館が設けられ，高砂族の船や農具，生活器具が展示され，主館の董東郷土館と
合わせて展示物は総計1627件あり，参観者人数は5300人余りであった。花蓮港郷土館は花崗山公園
内に設置され，廉の産業発展と重要な物産を展示する他，国立公園予定地である太魯闇の景観も宣伝
した。郷土館の側に舞踊会場が設けられ，花蓮港麿のアタヤル族による舞踊ショーを上演し，その参
観者人数は12000人余りに達した（45）。
結
本稿は台湾の日本統治時代における郷土誌と史料の編修，歴史的遺物の保存，映画と歌謡，郷土文
物の展示と四つの面から一般社会教育体系と郷土文化の発展との関係を検討してきた。1920年代中
盤，日本内地の経済不況の影響で台湾社会では左翼思想が流行るようになり，農工運動や社会主義運
動，反植民運動が盛んになっていた。こうした状況に対し，董漕総督府以下各州磨政府は日本内地に
模倣して郷土教育を用いて人心の安定や社会秩序の回復を図ろうとしたのである。それは郷土教育の
範囲は農村，地方，国家を含んでいるため，郷土を愛することによって郷土の拡大である国家をも愛
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することができると考えられるのである。台湾の郷土教育は学校教育と社会教育と二つのルートで推
進されていたが，本稿は主に社会教育における一般社会教育体系を中心に考察してきた。
郷土誌の編修事業や史蹟の研究・保存事業は，ほぼ1920年代中盤～1930年代中盤という郷土教育
勃興期に実施された。その背景には前述した経済不況による「思想悪化」の他に，1920（大正9）年
に施行された「地方制度改正」の実施が挙げられる。この政策によって地方政府は権力が増大し，地
方教育（或いは郷土教育）と社会教育を主導することになった。また，郷土教育の一環として「教育
宴際化」という教授法が公学校で推進されるようになったと同じように，社会教育面においても自ら
の郷土に触れ，自らの郷土の歴史や地理を知るという教育宴際化の手法を採ったと考えられる。それ
と1920年代中盤から生じた郷土教育風潮と相まって，郷土誌と史料の編修や史蹟の研究・保存が風
潮になったと考えられる。
しかし，郷土研究は風潮になったとは言え，その郷土文化は台湾の伝統的文化に基づくというより，
むしろ日本内地の文化を中心とした傾向が見られ，その結果日本化した郷土文化という▼風貌にもなっ
たのである。歌謡を例として挙げると，植民当局は台湾歌謡の選抜に力を入れたが，「董漕新民謡」
を標模し，曲作りから演出まで台湾の郷土言語を使用せず，植民者言語である国語（日本語）を使用
するということである。郷土誌については郷土現状への理解を重んじる一方，台湾の歴史や伝統の踏
襲が軽んじられていた。こうした状況から見ると，郷土教育風潮の10年間において「郷土」の範囲
は台湾の農村や地方から，次第に日本内地をも含んだ「国家」となりつつあったのである。また，植
民政府当局が郷土研究に励んだのは，台湾の郷土文化と日本文化との結びつく要素を見出し，融和し
ようとしたことが分かる。しかし皮肉にも，台湾の郷土文化は墓漕総督府と各地方政府の推進によっ
て顕著な成長を見せたのである。例えば官民連携で行われた董漕文化300年紀念合，董湾の歌公開演
奏合，「重漕音楽」や「喜漕講古」のラジオ番組，郷土誌の編纂，史蹟の保護・保存，史料の編修・
閲覧，台湾研究民間団体の成立などが挙げられる。一方，台湾人の文化的水準の向上を目指す董漕文
化協合も映画の巡廻上映や講演会などで郷土文化の発展に力を入れようとしたが，それより台湾人の
政治的自覚のほうが重んじられ，反植民運動や農工運動に走ったため，貢献度としては逆に植民政府
当局に及ばなかった。
日本統治時代に行われた一般社会教育体系の中で，特筆されるのは姶政40周年記念事業として
1935（昭和10）年に開催された董漕博覧合である。台湾における様々なインフラ建設や地方施政，
郷土文化の進歩を世界中に誇示するイベントではあったが，台湾の史料文物，石器時代の考古発見や
高砂族文化　オランダ時代・鄭成功時代・清国時代の遺物に対して積極的かつ細心に収集・整理・保
護し，破棄したり破壊したりする行為はなく，また民衆にそれを参観させるために展示館や陳列館な
どの設置も惜しまなかった。1920年代以降の内地延長主義，すなわち台湾を日本国土の延長として
看倣して建設するという方針が功を奏したと考えられ，台湾の郷土文化もそれによって保護・保存さ
れるようになった。しかし，その2年後は日中戦争の勃発により，日本全国が次第に戦時体制に移る
と共に台湾も皇民化時期に入り，同化政策よりも強い同化意味を持つ皇民化政策の下に，地方文化の
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伝承という意味での郷土教育が漸次に無くなり，一般社会教化体系の影響力も薄くなっていた。その
代わりに表に躍り出たのは，積極的な教化機能を有する青年園や部落振興合などの地方教化組織・動
員ネットワークであり，郷土教育においても台湾の郷土を知ろうとする「郷土愛」より日本を中心と
した「国家愛」が強調されるようになったのである。
日本統治時代における一般社会教育体系には，前述した博物館や展覧会，映画館，ラジオの他に，
図書館や一般大衆に流布する文芸雑誌なども存在するが，これらの検討を今後の課題として研究して
いきたいと考える。
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